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京
で

長
岡
宮

跡

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
府
向
日
市
寺
戸
町
小
佃
、
二
　
同
森
本
町
下
森

本

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
五
年

（平
７
）

一
〇
月
～

一
九
九
七
年

一
月
、

一
一　

一
九
九
八
年

一
二
月
～

一
九
九
九
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
梅
本
康
広

・松
崎
俊
郎

・松
田
留
美
、
三
　
中
島
信
親

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
行
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
年
～
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
宮
第
三

一
六
次
調
査

（長
岡
宮

「北
苑
じ

調
査
地
は
、
標
高

一
人
ｍ
の

氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
長
岡
京

の
復
元
で
は
、
推
定
北
京
極
大

部

路
と
仮
称
朝
堂
院
中
軸
宮
内
道

肺

路
が
交
差
す
る
付
近
に
位
置
す

潮

る
。
交
差
点
の
北
東
側
に
相
当

く

す
る
第
二
調
査
区
で
は
、
長
岡

京
期
の
溝
三
条
、
池
状
遺
構

一
基
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
ほ
か
を
確
認
し
た
。
溝

は
、
条
坊
計
画
に
基
づ
い
た
東
西
道
路
の
南
側
溝
と
築
地
を
は
さ
ん
だ
宅
地
内

の
雨
落
溝
で
あ
る
。
池
状
遺
構
は
南
北

一
六
ｍ
東
西
五
ｍ
以
上
、
深
さ
○

・
四

～
○

・
六
ｍ
を
測
り
、
方
形
を
呈
す
る
。
掘
立
柱
建
物
は
、
桁
行
三
間
以
上
梁

行
二
間
以
上
で
、
柱
間
は
三
ｍ

（
一
〇
尺
）
等
間
で
あ
る
。
離
宮
な
い
し
は
官

衛
の
中
心
的
建
物
に
相
当
す
る
規
模
を
有
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
は
、
推
定
北
京
極
大
路
よ
り
も
さ

ら
に
北
側
の
地
域
に
お
い
て
、
築
地
塀
や
道
路
の
側
溝
な
ど
を
確
認
し
、
条
坊

計
画
に
基
づ
い
た
土
地
区
画
が
宮
城
の
割
付
の
延
長
上
に
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
唐
の
長
安
城
や
平
城
京
で
は
、
宮
の
北
側

に
皇
帝
な
ど
が
遊
宴
す
る
た
め
の
宮
廷
の
機
構
に
関
わ
る
施
設
群
が
存
在
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
調
査
地
及
び
そ
の
周
辺
地

域
は
、
苑
地
に
相
当
す
る

一
画
で
あ
り
、
と
り
わ
け
菜
園
の
一
部
と
宮
廷
に
関

わ
る
公
的
施
設
を
確
認
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
長
岡
京
期
に

お
い
て
も

「北
苑
」
と
称
す
べ
き
苑
地
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
明
ら

か
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
都
城
制
の
あ
り
方
や
そ
の
変
遷
を
考
え
る

上
で
大
変
意
義
深
い
成
果
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三

一
六
二
〇

一
か
ら

一
点
出
土
し
た
が
、
小
片
の
た
め

釈
読
で
き
な
い
。
同
じ
溝
か
ら
は
墨
書
土
器

「福
」
が
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
宮
第
三
七
三
次
調
査

（長
岡
宮
北
辺
官
衡

〈南
部
〉、
東
一
坊
大
路
）

調
査
地
は
、
標
高
約

一
四

。
九

ｍ
の
氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
長
岡
官
の
官
衛



復
元
で
は
北
辺
官
衛

（南
部
）
の
最
南
端
で
、　
一
条
条
間
大
路
に
開
く
宮
城
門

の
推
定
地
に
あ
た
る
。
調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の
条
坊
側
溝
、
門
関
連
遺
構
、

井
戸
、
溝
、
流
路
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
遺
構
の
重
複
関
係
か
ら
三
段
階

の
変
遷
が
想
定
で
き
る
。

門
関
連
遺
構
と
は
、
基
壇
基
礎
最
下
部
の
地
業
で
あ
る
。
条
坊
側
溝
を
埋
め

戻
し
て
整
地
し
た
後
、
礫

。
木
材
な
ど
と
と
も
に
埋
め
な
が
ら
、
根
固
め
し
て

い
る
。
基
壇
上
部
は
削
平
さ
れ
、
根
石
掘
形
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

宮
内

一
条
条
間
大
路
を
約
九
ｍ

全
一一〇
尺
）
の
小
路
幅
で
確
認
し
た
こ
と
、
井

戸
側
内
か
ら

一
括
性
の
高
い
多
量
の
土
器
群
が
出
土
し
た
こ
と
、
諸
遺
構
、
包

含
層
か
ら
多
量
の
軒
丸

≒
軒
平
瓦
、
銭
貨
、
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
な
ど

の
成
果
を
得
た
。

以
上
の
成
果
か
ら
、
地
業
跡
は
後
期
段
階
の
小
路
に
開
い
た
門
に
伴
う
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
地
業
内
に
基
壇
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
規
模

は
他
宮
の
宮
城
門
に
比
べ
、
小
規
模
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
後
期
造
営
段
階

に
宮
城
南
面
に
南
に
二
町
拡
大
さ
れ
た
際
、
宮
城
に
よ
つ
て
分
断
さ
れ
る
二
条

大
路
に
開
く
宮
城
門
が
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
と
、
長
岡
宮
の
四

面
に
は
平
安
宮
と
同
じ
く
、
東
西
両
面
に
四
門
、
南
北
両
面
に
三
門
の
一
四
門

が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
確
認
し
た
門
は
、
東
面
最
北

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
安
宮
上
東
門
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
宮
の
上
東
門
は
、
壇
の
な
い
簡
素
な
土
門
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
長
岡
宮

で
は
小
規
模
な
が
ら
基
壇
を
も
つ
礎
石
建
物
の
門
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

木
簡
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
七
三
〇
九
よ
り
四
点

今
つ
ち
削
嬌
三
点
）
が
出
土
し
た

が
、
い
ず
れ
も
小
片
の
た
め
釈
読
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
宮
第
三

一
六
次
調
査

（長
岡
官

「北
苑
も

ω

　

日
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
∞Ｘ
Ｏ

ｏ驚

一
一　
宮
第
三
七
三
次
調
査

（長
岡
宮
北
辺
官
衛

〈南
部
〉、
東
一
坊
大
路
）

□

ｏ

ｅ

×

含

ｅ

×

］

ｏ
盟

９
　
関
係
文
献

⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『長
岡
宮

「北
苑
」
宝
唾
遺
構
』
（向
日

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
六
六
、
二
〇
〇
五
年
）

同

『長
岡
宮

「東
面
北
門

。
宝
菩
提
院
廃
寺
ヒ

（同
七
〇
、
一
一〇
〇
六
年
）

（
一　
梅
本
康
広
、
三
　
中
島
信
親
、
釈
文
　
佐
藤
直
子
）
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二条条間北小 F8
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四条大路
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